
Keyword

冷媒とはエアコンや冷凍機の内部で使われているガスのこ
と。現在使われている冷媒は、二酸化炭素の数百倍にもなる
強烈な温室効果（GWP）を持っています。パリ協定（2015年）
やモントリオール議定書キガリ改正（2016年）のような地球温
暖化抑制の国際的な取組を実現するためには、これらの既存
冷媒の使用量を大幅に削減しなければなりません。

近年、温室効果がとても小さい冷媒（低GWP冷媒）が次々
に開発され、既存冷媒に取って代わることが期待されていま
す。本研究では、これらの新しい冷媒の熱物性（蒸気圧、密度、
比熱などの性質）を詳しく調べ、実用化のカギとなる基盤情報
（ISO17584 冷媒の国際標準状態方程式）として世界に発信
しています。

冷凍機向け次世代冷媒の
ISO国際標準状態方程式の開発

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

流体の密度や音速の精密測定に関する研究
粘性率や熱伝導率などの輸送性質の測定手法に関する研究
高圧水素の熱物性値に関する研究

その他の研究テーマ

冷媒熱物性の
標準化

●精密に測定された冷媒の性質を数式で表現する技術です。
●低GWP冷媒の実用化における国際的な基盤情報となります。

Point

冷凍空調技術、低GWP冷媒、熱物性、国際標準

アメリカ、ドイツ、イタリア、中国
の研究者と共同で低GWP冷媒
の熱物性標準化を進めている。

●低GWP冷媒の実用化を世界
規模で進めるためには、熱物
性の国際的標準化を急がね
ばならない。

●熱物性の計算を容易にするた
めには、標準化された状態方
程式に基づいたソフトウエア
が必要だ。

蒸気圧や密度などを簡便に計算
できるソフトウエアを米国標準技
術研究所（NIST）と共同開発
している。
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国際的に標準化された冷媒の熱物性（状態方程式）
ISO 17584

低GWP冷媒の国
際標準状態方程
式に関する論文

...
...

...

...

熱物性データベース REFPROP 10.0

Keyword

プロジェクタにより壁や床などに画像を投影して情報提示を
行う手法は、建物内の動線誘導など今後の応用が期待され
ています。しかし、背景となる壁や床に模様がある複雑背景の
場合は投影画像で示される情報を読み取りにくくなるという問
題がありました。
本研究では、背景色と重なることで目標色となるように投影
画像を画素単位で加工することで複雑背景に投影される画像

情報を明瞭化します。この色調整は条件等色と呼ばれる心理
現象に基づいて行います。
提案手法は適用が容易であるので、動線誘導など既存サー

ビスでの活用が広く期待できます。また、車のフロントガラスや
眼鏡のレンズなどに情報を重畳提示するなど、新しい情報提
示方式への適用も期待できます。

条件等色に基づく
プロジェクション画像の明瞭化

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

介護現場へのIoT技術の適用に関する研究
多指ロボットハンドの指先型触覚センサに関する研究

その他の研究テーマ

投影画像情報の
明瞭化技術

●壁や床などの背景色と混色することで目的の色となるように投影画像の色
を加工して投影画像情報を明瞭化する

Point

画像投影、条件等色、動線誘導

プロジェクタで壁や床に誘導情
報を投影することで案内でき、動
線誘導のコストを削減できます

●飲食店でのテーブル案内など
建物内での動線誘導のコスト
を削減したい

●ユーザーの状況に合わせた情
報提示を行って欲しい

歩行速度などユーザーの状況に
合わせた情報提示ができます
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画像投影による
テーブル案内

画像投影による
情報提示
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